




























2010 年以降の沈従文研究については，2016 年 5 月の時点までに中国知網（CNKI）において，
「沈従文」を主題キーワードとして検索される研究論文が 2044 編あり，北京大学図書館や南京
大学図書館に所蔵される主要雑誌に掲載された文章は 576 編である。「沈従文」をタイトルキー
ワードとして検索される研究文献は 1131 編であり，主要雑誌が 331 編である。
この時期の中国現代文学主要作家の研究状況は，作者をテーマとした検索によれば，魯迅研
究 10979 編，主要雑誌 3874 編，郭沫若研究 2054 編，主要雑誌 546 編，茅盾研究 1368 編，主
1) 趙学勇・魏巍「1979-2009：沈従文研究的幾個関鍵詞」『中国現代文学研究叢刊』2010 年第 6 期
－ 80 －
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要雑誌 515 編，巴金研究 935 編，主要雑誌 214 編，老舎研究 1454 編，主要雑誌 388 編，曹禺
研究 1058 編，主要雑誌 321 編，張愛玲研究 2383 編，主要雑誌 503 編，銭鍾書研究 1454 編，
主要雑誌 388 編であった。
この時期の中国現代文学主要作家の研究状況は，作家の名前が入った論文タイトルの検索に
よれば，魯迅研究 5117 編，主要雑誌 2094 編，郭沫若研究 875 編，主要雑誌 222 編，茅盾研究
419 編，主要雑誌 151 編，巴金研究 417 編，主要雑誌 98 編，老舎研究 680 編，主要雑誌 192 編，
























2) 張新穎『沈従文的後半生 1948-1988』広西師範大学出版社，2014 年






























3) 張新穎「沈従文与二十世紀中国」『当代作家評論』，2012 年第 6 期
4) 李揚『沈従文的家国』上海交通大学出版社，2015 年
5) 李揚『沈従文的最後四十年』文史出版社，2005 年

































7) 李斌「沈従文与民盟」『文学評論』2016 年第 2 期
8) 李斌「論抗戦結束後郭沫若対沈従文的批評」『中国現代文学研究叢刊』2013 年第 7 期








































国知網（CNKI）で検索される研究資料が示すところでは，2010 年以前の 10 年間に書信研究




















10) 兪汝捷「沈従文致姚雪垠信」『新文学史料』2010 年第 3 期
11) 呉永平「也説沈従文的襟懐」『博覧群書』2013 年第 4 期
12) 梁小娟「論沈従文的幹校書信和幹校詩」『江漢論壇』2011 年第 10 期
13) 盧軍「従書信管窺沈従文撰写張鼎和伝記始末」『文学評論』2011 年第 6 期
14) 劉永春「沈従文書信中的文学批評活動概述」『海南師範大学学報（社会科学版）』2013 年第 2 期
15) 盧軍「従『沈従文書信』解読沈従文与胡適関係」『中国石油大学学報（社会科学版）』2010 年第 3 期
16) 李瑋「50 年代沈従文的文学守望」『中国現代文学研究叢刊』2014 年第 9 期























































19) 羅宗宇・曾婷「論小説『辺城』的当代伝播」『創作与評論』2015 年第 20 期
20) 李宗剛・李国聡「作家全集需注重対作品原貌的呈現」『理論学刊』2014 年第 6 期
21) 彭林祥「『従文自伝』的版本問題」『中国現代文学研究叢刊』2016 年第 3 期









































24) 解志煕・裴春芳・陳越「沈従文佚文廃郵再拾」『中国現代文学研究叢刊』2010 年第 10 期
25) 解志煕「遺文疑問待平章」『中国現代文学研究叢刊』2010 年第 10 期
































28) 李之檀「沈従文先生的服飾研究歴程（1-4）」『芸術設計研究』2014 年第 2，3，4 期，2015 年第 1 期
29) 劉媛「書写『有情』的歴史：沈従文的文物研究之路」『美術観察』2016 年第 4 期
30) 張新穎「“聯接歴史溝通人我”而長久活在歴史中」『中国現代文学研究叢刊』2012 年第 6 期






























31) 陳彦「“物恋”与“写作”――再論沈従文的物質文化研究」『文学評論』2015 年第 4 期
32) 呉瓊「基於沈従文文学作品的湘西旅游開発研究」『文学教育（下）』2015 年第 4 期
33) 安寧「文学旅游地的空間重構研究――以鳳凰古城為例」『地理科学』2014 年第 12 期






























































る福貴は，沈従文の筆になる湘西の船乗り（「1934 年 1 月 18 日」）と，実のところ同様の人間
である。彼らは，生きることの外にある“意義”を問いかけることなく生きており，生きるこ
と自体に忠実であることによって生存と生命とがおのずと荘厳さを示している。しかも，中国
44) 洪永春「従白菜和菊花意象看沈従文『菜園』的思想意蘊」『文学教育』2015 年第 3 期
45) 胡斌・周時富『沈従文小説中的魚意象』『厦門理工学院学報』2011 年第 2 期
46) 王暁文「中国現代辺地小説研究」博士論文，山東師範大学，2009 年
47) 何小平「論沈従文『湘西』的民族誌書写」『民族文学研究』2013 年第 3 期
48) 何小平「論沈従文的民族誌書写」『吉首大学学報（社会科学版）』2012 年第 6 期


































50) 張潔宇「京派：未尽的学院派追求」『文芸報』2015 年 9 月 30 日















































































































本文は，2016 年 6 ～ 11 月に富山大学人文学部に客員研究員として滞在された羅勛章・長江
大学文学院教授が科学研究費基盤研究（C）「文化都市・青島における知識人ネットワークと
都市表象の研究」（研究代表者：齊藤大紀，課題番号：JP15K02431）の研究例会（2016 年 6 月
18 日，於神奈川大学）において報告した原稿を翻訳したものである。
